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 Ⅱ　2021年度第一次募集（第2学期履修開始）

１．選考スケジュール　

内　容 場　所

STEP1　グローバル人材育成特別コース説明会　6回開催，すべて同じ内容
　※学部指定があります。詳細はHPでご確認ください。応募方法など説明します。
　　     グローバル人材育成院HP：http://global.okayama-u.ac.jp/

一般教育棟
E11

4/7 （水）
10時～12時
14時～16時

STEP2  Gコース履修説明会（オンライン配信のみ）
           Gコース科目抽選（第1学期）　登録〆切

4/9 （金）
第１学期授業開始
           Gコース科目抽選（第1学期）　結果発表（上記HPで発表）

4/15 （木) 7・8時限
STEP3　「グローバル人材育成特別コース入門」授業開始
　　　　　授業の実施方法は4/9に上記HPでお知らせします。

4/16 （金） 第一次募集　：申込〆切　　オンライン受付（Moodle） 

5/10 （月） 第一次募集　 ：結果通知　　　（上記HPで発表およびメール通知）

5/11 （火）          Gコース科目抽選（第2学期）　登録〆切

5/12 （水）          Gコース科目抽選（第2学期）　結果発表

5/13 （木） 第2学期教養教育科目WEB抽選登録期間〆切

２．定員 100人程度

３．応募資格

　　以下の(１)～(３)を全て満たす者

(１)2021年度入学の学部１年生

(２)国際的な活動や，地域と日本の文化への深い理解を踏まえた異文化交流に意欲のある者。

(３)原則として入学時に本学で実施するGTEC Academic 2技能試験において，240点以上のスコアを取得した者

※　やむをえない事情により入学時のGTEC Academic 2技能試験を受験しなかった者が，本コースの履修を
　　希望した場合，育成院にて対応を検討する。

４．申請方法

申請期間 2021年4⽉7⽇（⽔）〜4⽉16⽇（⾦）
提出書類 グローバル⼈材育成特別コース履修申請書（所定様式１）
提出⽅法 詳細はHPでご確認ください。

　　グローバル⼈材育成院HP︓http://global.okayama-u.ac.jp/

５．申請～履修決定までの流れ

【問い合わせ先】　グローバル⼈材育成院　（⼀般教育棟C棟1階国際部事務室内）
　　　　　　　　　　E-mail  global@adm.okayama-u.ac.jp

日　　時

4/3（土），4/5（月），4/6（火）
10時～12時，14時～16時

申 請
オンライン（Moodle）

選 考
（所属学部）

選 考
（グローバル⼈材育成院）

通知
（合否と所属グループ）

グローバル⼈材育成院
→学⽣宛てメール通知

→所属学部教務宛通知

グループ分け
履修申請書の

GTECスコアによる
（LSのみ希望）

●グループ分けについて
SGL：331点以上，GL1：295点以上，GL2：253点以上，LS：240点以上
上記の語学力基準によりグループ分けします。（LSのみ希望を認めます。）

●合否の通知
全員にメールに結果を通知します。
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別記様式 1                     2021 年度（第 2 学期履修開始） 

         グローバル人材育成特別コース履修申請書 
 

2021 年   月   日 

 

学部等の長  殿 

 

  学 部 等  

  学科・課程等  

  学 生 番 号  

  氏     名  

      

  

本学のグローバル人材育成特別コースの履修を申請します。 

 

   GTEC Academic２技能スコア          点   

    

    以下の語学⼒基準によりグループ分けします。（LS のみ希望を認めます。）  

 

 

    

         253 点以上のスコアの⽅ 
     以下の①②のうち，該当する⽅のみ残し，不要な⽅を削除してください。 
     
  ①スコアが該当するグループを希望します。 
      ②私は 253 点以上のスコアですが，LS グループを希望します。 
    ------------------------------------------------------------------------ 

 

１．グローバル⼈材育成特別コースに関⼼を持った⼀番のきっかけを教えてください。 
   該当するものだけを残し，他は削除してください。 
 

・ 合格通知に同封されたパンフレット  
・ ⼊学後のオリエンテーションや説明会 
・ ホームページや動画配信など 
・ コース⽣の知り合いに奨められたから 
・ 家族に奨められたから 

  その他（                                          ） 

グループ分けの語学力基準 
SGL：331 点以上，GL1：295 点以上，GL2：253 点以上，LS：240 点以上 
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別記様式 1                     2021 年度（第 2 学期履修開始） 

２．志望理由 
    あなたがこのコースで学びたいと思うに⾄った経緯をできるだけ具体的な経験と 
    将来の展望に関連させて記載してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．⾃⼰アピール 
  あなたがこのコースで学ぶにふさわしい⼈物であることを⾃分の個性・適性・能⼒・ 
  ⻑所やこれまでの体験などを踏まえて具体的に記載してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ＊ この申請書は，グローバル⼈材育成特別コース履修者審査等に係る業務に使⽤します。 
    ＊ 書き⾜りない場合は 3 枚めに記⼊してもかまいません。 
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英語⼒養成プログラム（SPAcE） 
 
IGS 「Introduction to Global Studies」 
 英語力養成プログラムの中では比較的基礎的な科目。 
 グローバルな問題に関するテーマについてのビデオや講義，記事を読んで幅広い視野を
身につけます。また，議論，プレゼンテーション，レポート執筆を通じて学生同士で情報や
考えを共有します。 
 
ISC 「Independent Study Class」 
 自らの学習領域の弱点を把握し補強するための学習目標を設定し，様々なメディアや教
材の中から各自の目標にあった教材や方法を選んで実践し英語力を伸ばします。 
 
AC１ 「Academic Class1」 

スキル別学習を行い，講義形式の授業で求められる基礎的なアカデミックスキルや方策
を習得します。授業では，学術的な文献を読んだり，講義を聞いたり，エッセイを書いたり
し，さらに口頭発表も行います。 
 
AC2 「Academic Class2」 
 AC1 の発展授業として提供され，演習形式の授業で必要なアカデミックスキルを習得，
自分の関心や専門に近いトピックについてリサーチし，グループおよび全体で発表します。 
また，リサーチペーパーとしてまとめるために，文献の引用の仕方や言い換えなど，論文執
筆の作法も学びます。 
 
TP1 「TOEFL Preparation Class1」 
 TOEFL iBT 試験に合わせたスキル演習を行います。 
 
IP１ 「IELTS Preparation Class1」 
 IELTS 試験に合わせたスキル演習を行います。 
 
GC 「Global Communication」 
 海外や異文化間でのビジネスを想定した会議やさまざまな業務でのコミュニケーション
に必要なスキルを実践的な英語を使用しながら学びます。  
 
MUN 「Model United Nations」 
 模擬国連を想定し，授業では異なる国連加盟国の代表者となってロールプレイを展開し
ます。地球規模の問題における国連の役割について学び，地球規模の問題，国や世界の人々
への影響について議論し，問題を解決するための対策や課題を考えます。授業を通じて，本
格的な英語によるディスカッション能力を高め，国際社会について理解を深めます。履修希
望者が多い場合，Model United Nations に参加可能な学生が優先的に履修できます。 
 
IRC 「Intercultural Relations and Communication」 
 この科目は，海外の大学で実際に行われている授業形式で行います。1 年間しっかり取り
組むことで「読む・聞く・書く・話す」の 4 技能が確実に鍛錬されるので，努力次第では留
学先の海外の大学での授業に対応できる高いレベルまで英語力を伸ばすことができます。 

1 年次～2 年次に渡る連続した 1 年間の授業では 1 冊のテキストを使って学び，1 年次と
2 年次それぞれ 1 回ずつ合計 2 回，「説得力のあるプレゼンテーション」に臨みます。1 回
目のプレゼンでは基本的な発表準備の方法（アウトライン作成・信頼性の高い文献選び・ス
ライドでの提示方法など）を学びます。2 回目のプレゼンでは，1 回目でみつかった課題点
を克服し，留学先での授業や国内外の学会，社会やビジネスの場面にも応用できるような発
表力を養い，自分の力として定着させることをめざします。 
 毎回の授業では主体的に意見交換できるグループ・クラスディスカッションをめざし，積
極的に自分の意見を伝える力，相手の意見を理解する力，そしてグループをまとめる力とな
るリーダーシップを伸ばします。また教科書の各チャプターについて自分が興味を持った
トピックでアカデミックエッセイを書きます。自分で調査した文献などを通じて論理的な
構成に基づきながら自分のアイディアを批判的にそして創造的に議論する力を養います。 
2 回の本格的なプレゼンテーションを経験することで，留学だけでなく専門分野や将来のプ
ロフェッショナルな場面にも対応できる総合的な英語力を身につけることができます。 
     ※履修上の注意（P11）をご確認ください。 
 
RWC 「Research Writing Class」 
 アカデミックライティングを育成すると同時に，批判的思考や分析力も養います。リサ
ーチプロジェクトに従ったリサーチペーパーを執筆する。プロジェクトに関連した様々な
アカデミックな文献を読んだり，議論に参加したり，プレゼンテーションも行います。 
     ※履修上の注意（P11）をご確認ください。 
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SPAcE，コミュニケーション開発の重複履修等について
2021年3月12日更新版

1学期 2学期 3学期 4学期 1学期 2学期 3学期 4学期

IGS 2単位まで ○
同教員は重複×　（学期が違っても×）
別の教員であれば2単位まで重複履修可

全 全 全 全

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

ISC 1単位まで × 全
Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

AC1 1単位まで × 全
Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

AC2 2単位まで ○
同教員は重複×　（学期が違っても×）
別の教員であれば2単位まで重複履修可

Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

Ｇコース（優先）
ＧＤＰ・留学生

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

TP1 ○

同じ教員で同じ技能は重複履修×

技能は4種類（Reading, Listening, Speaking, Writing）
各授業のシラバスで技能を確認すること。

全 全 全 全 抽選なし 抽選なし 抽選なし 抽選なし

IP1 ○

同じ教員の場合
　「上級英語１」　＆　「上級英語２」　の組み合わせで
　　　2単位まで　重複履修〇

　上記に加えて別の教員の科目も重複履修〇

　2019年度以前にIP1を修得済みの場合
　　科目名にかかわらず　別の教員であれば重複履修〇
　　2019以前に修得した同じ教員は通算2単位まで重複履修〇

全 全 全 全 抽選なし 抽選なし 抽選なし 抽選なし

MUN ○

2単位まで重複履修〇

①TOEIC500点以上レベルが受講可
　（GTEC2技能では240点以上必要）
②定員30人（Gコース優先ではない）
③模擬国連に参加可能な学生が優先

全 全

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

IRC 4単位まで ○

4単位まで　重複履修〇
同学期での重複履修×
　1年次（3・4学期）→　2年次（1・2学期）
　　もしくは
　1年次（2・3・4学期）　→　2年次（1学期）
　※いずれも1～2年まで1年間の連続履修が原則

Gコース
２年生以上

Gコース Gコース Gコース

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

育成院事前抽選
シラバスで

〆切・登録URLを
要確認

履修対象

科目 重複履修

育成院での事前抽選にご注意ください！

ルール
コース

修了要件
算入限度

重複不可となる例
1学期⾦曜7・8限 五⼗嵐先⽣（Listening＆Writing）
3学期⾦曜7・8限 五⼗嵐先⽣（Listening＆Writing）
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グローバル・コア１ 
 
 
「異⽂化理解１」「⽇本⽂化理解１」  
 育成院専任教員が担当する科⽬です。英語で実施します。 
     
「異⽂化理解２」「⽇本⽂化理解２」「新世紀の⾃然と科学２」 
  ⽇本語で実施する教養教育科⽬から育成院が指定する科⽬を時間割でお知らせします。 
 指定科目は毎年変わります。指定されていない年度に同じ名称の科目を修得しても 
  対象とならないのでご注意ください。 
 WEB 抽選となっている科目が多いのでご注意ください。 
 各科目の履修上の注意事項については必ずシラバスにてご確認ください。 
        ☆育成院おすすめ科目☆ 

  「日本の思想と文化」（日本文化理解 2）   本村昌文先生 

  「瀬戸内海地域概論」（新世紀の自然と科学２）山川純次先生 

        
「異⽂化理解３」「⽇本⽂化理解３」「新世紀の⾃然と科学３」 
 英語で実施する教養教育科⽬から育成院が指定する科⽬を時間割でお知らせします。 
  指定科目は毎年変わります。指定されていない年度に同じ名称の科目を修得しても 
  対象とならないのでご注意ください。 
 一部 WEB 抽選となっている科目があるのでご注意ください。 
 各科目の履修上の注意事項については必ずシラバスにてご確認ください。 
        

「コミュニケーション開発１」  
 1 年⽣での履修を強く推奨します。生命や倫理などに関連するトピックで，グループディス

カッションやプレゼンテーションを行います。情報収集や賛否意見の聴取により多様な考

え方や価値観に触れ，現代における課題を様々な観点から考察し，発表する演習を行います。 

 

「コミュニケーション開発２」 
 現代の生命科学における諸問題について読書，思考，議論する際に必要な批判的なスキル

の開発を目的とし，学生の読解力・分析力の養成のみならず，他の人々とコミュニケーショ

ンするときに起こりうる論理的な問題の発見，政治の場と広告でよく使われるテクニック

についての認識と，対人間コミュニケーションやパブリック・スピーキングについての理解

を高めることにも重点を置きます。 
    

「グローバル⼈材育成特別コース⼊⾨」 
  1 年⽣ 1 学期での履修を強く推奨します。  
  コースでの学習方法，海外留学などコース生に必要な情報や知識を学ぶ入門授業です。 
  他の必修科目と時間割が重複しない限り履修してください。 
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グローバル・コア２ 
 

以下の 3 科⽬から，2 科⽬ 2 単位以上 必要です。 
 
「グローバルスタディズ２」  
 毎年度指定科目をお知らせします。対象年次や開講時期は科目によって異なります。 
  育成院の科目・・・すべての学部が対象   

   １年次から履修できる科目もあるので，お薦めします。 

  

   学部の科目・・・自分の所属学部の欄に記載されている科目のみ対象 

         学部開講科目の履修方法は，事前に所属学部の教務学生担当窓口で確認しましょう。 

     参考資料：「グローバルスタディズ２」開講一覧 

 

「グローバルスタディズ３」 
 国際社会で活躍する講師を招き，グローバル社会で活躍できるリーダーシップの基礎を 
 学びます。１年次から履修可，お薦めします。 
      
「Creativity, Critical Thinking&Innovation」 
 ３年次以上対象。アクティブラーニング中心の科目。 
 世界で通用するグローバル人材が習得しておくべき Critical Thinking（論理的思考）方  
 法を知り，身につけ，Critical Thinking に基づき，自発的な創意工夫から Creativity を  
 生み出すことを目的とします。 
      

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位計算上の注意 
 
  グローバル・コア 2 は２科⽬必須のため，２科⽬の合計が２単位を超えた場合も 
  余剰分をグローバル・コア科⽬の『合計８単位』に算⼊できない。 
  ３科⽬めの修得からグローバル・コア科⽬『合計の８単位』に算⼊できる。 
 
  例）「グローバルスタディズ２」２単位，「グローバルスタディズ３」１単位を修得した場合  
       →2+1＝合計３単位修得となるが，グローバル・コア２として２科⽬必要なため， 
         余剰の１単位 を 『合計の８単位』 に算⼊できない。 
  
      「グローバルスタディズ２」は学部によっては２単位以上で開講するが， 
       グローバル・コア２の区分には２科⽬修得が必要なので注意すること。 
 
     「グローバルスタディズ 2」の指定科⽬から２科⽬修得してもよい。 
      例）育成院の指定科⽬を 2 科⽬修得した場合 
          「Japan in the Age of Globalization 1」 1 単位 
          「Japan in the Age of Globalization 2」 1 単位  
                      ↓    
   グローバル・コア 2 として 2 科⽬ 2 単位を満たしたことになる。 
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Ⅳ 履修に関すること 

 
１．単位の取り扱い 
  グローバル人材育成特別コースのカリキュラムで修得した単位は，原則として所属学部等 
 の卒業要件として算入することができますが，学部によっては算入できない科目もあるので， 
 所属学部等の学生便覧等でご確認ください。 
          参考資料：グローバル人材育成特別コース時間割 

 

２．抽選登録・履修希望調査・履修登録について 
  グローバル人材育成特別コース時間割で抽選や履修希望調査の対象科目かどうかを 
   確認した上で履修登録を行ってください。  
    WEB による抽選登録 
  教養教育科目抽選登録方法に従って行ってください。 
    育成院による履修希望調査 
  詳細は説明会やメール等でお知らせします。 

       参考資料：グローバル人材育成特別コース時間割 

 
３．１年次第１学期開講のコース科目の履修について 
 
  「グローバル⼈材育成特別コース⼊⾨」  
    必修科目と時間割が重複する場合を除き，必ず履修してください。 
 
  「IGS」「ISC」「AC1」「MUN」「コミュニケーション開発 1」 
    第 1 学期の G コース履修希望抽選は 4/7 登録〆切 
    4/3〜4/6 のコース説明会，および 4/7 履修説明会で詳細をご確認ください。       
       
   第 1 学期に履修できなかった場合 
   「IGS」「コミュニケーション開発 1」は第 2〜4 学期，「ISC」「AC1」は第 2・3 学期に 
   履修の機会があります。（所属の系によっては履修できない学期もあります。） 
   これらの科⽬は第 2 学期以降も，育成院で事前の履修希望抽選を⾏います。 
   （第 2 学期の履修希望抽選は 5/11〆切） 
      参考資料：グローバル人材育成特別コース時間割 

 
４．法学部および経済学部の夜間主コースについて 
  法学部および経済学部の夜間主コースの学生は，グローバル人材育成特別コースに   
  決定後，昼間に開講される英語クラスについてご案内します。  
  「英語（リーディング）」「英語（ライティング）」「英語（リスニング）」「英語（スピーキング）」 
  を履修できるよう調整します。 
 
５．修了証書 
  コースの定めるカリキュラムを修了した場合，卒業時にグローバル人材育成特別コース 
 の修了証書が授与されます。 
 
６．大学院進学後のコース継続について 
  学部卒業時にコース修了要件が不足しているコース生が，本学大学院に進学した場合 
  科目等履修生の制度を利用してコースを継続することができます。 
   ただし，コース継続には大学院での指導教員の了承が必要です。 
   医学部保健学科の学生が大学院で特別履修コース等を履修する場合は，事前に履修ア 
  ドバイザーおよび教務学生担当窓口まで必ずご相談ください。 
 
７．他の副専攻コースの履修制限について 
  グローバル人材育成特別コースと岡山大学の副専攻コースを併せて履修することはでき 
  ません。 
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Ⅴ グループの移動について 

 
１．申請方法 

  

 

 
   
          ⼿続きは随時受け付けています。メールでご相談ください。 
 
  

２．グループ移動による SPAcE 科目修了要件の考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 例 SGL or  GL１ or  GL2 ⇒ LS への移動  
  「MUN」「IRC」「RWC」を既修得済みの場合 
    ⇒ LS の修了要件「IGS」「ISC」「AC1」「AC2」「TP1」「IP1」のいずれかとみなす。 
    ---------------------------------------------------------------------------- 
  
  
 例 LS ⇒ GL２への移動 
    「IGS」「ISC」「AC1」「AC2」「TP1」「IP1」「GC」「MUN」「IRC」「RWC」 
     を既修得済みの場合 
    ⇒ GL2 の修了要件とみなす。 
 ---------------------------------------------------------------------------- 
  
 例 LS or GL2 ⇒ SGL or  GL１ への移動  
   「IGS」「ISC」「AC1」「AC2」「TP1」「IP1」「GC」を既修得済みの場合 
    ⇒ SGL or GL1 の修了要件にはならない。 
   「MUN」「IRC」「RWC」を既修得済みの場合 
    ⇒ SGL or GL1 の修了要件とみなす。 
 ---------------------------------------------------------------------------- 
 
 
  

 

育成院窓⼝に相談 
global@adm.okayama-u.ac.jp 

申請 

 ⽉・⽊に開講する SPAｃE 科⽬＆コミュ開は１年次で修得すること︕ 
    IGS，ISC，AC1，AC2，IRC，コミュニケーション開発 1 
  
 ２年次以上の⽉・⽊は専⾨科⽬と時間割が重複します。 
 移動後のグループの修了要件も考慮して，⽉・⽊開講の科⽬は１年次で履修する。 
 「IRC」は 1 年次の第 2 学期または第 3 学期から履修する。 

＊上位グループへ移動する場合 
  既修得の「MUN」「IRC」「RWC」 の単位は，当該上位グループの修了要件単位として算⼊できる。 
 
＊下位グループ（LS）へ移動する場合 
  上位グループで修得した英語⼒養成プログラム（SPAcE）の単位は，LS の修了要件単位として算⼊できる。 
  LS にグループ移動した者で「MUN」「IRC」「RWC」を修得した場合， 
   LS に課された修了要件「IGS」「ISC」｢AC1」「AC2」「TP1」「IP1」のいずれかを満たしたものとして算⼊できる。 
   
   なお，「MUN」「IRC」「RWC」の修得時期は，グループ移動の前後いずれでも可とする。 
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〒700-8530 岡山市北区津島中 2-1-1 
    岡山大学 グローバル人材育成院 
  （一般教育棟 C 棟 1 階 国際部事務室内） 
   
 
TEL  ：086-251-8569 
E-mail ：global@adm.okayama-u.ac.jp 
 
公式 HP：http://global.okayama-u.ac.jp/index.html 
  




